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『声楽』履修学生の授業後の考察
 Discussion of Changes after Completion
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はじめに
　授業「声楽」は、本学教育学部において保育士、幼稚園又は小学校の教師を目指す“こども発
達学科”及び“学校教育専修”の学生を対象に開講されている。前期は主に、発声法に重きを置
いた内容で進め、後期は保育・教育の現場で要する歌作品を中心に歌唱表現及びその指導法を学
ぶ実技授業である。筆者らは、武蔵野教育学論集第 2 号及び第３号に寄稿した『保育及び児童教
育に要する声から歌唱への実践と導き』1 の中で「学生の声に関するアンケートによる検証と考察」
を行った。児童に対する保育、教育における音楽活動は他の活動とも深く関わりを持ち、とりわ
け「歌」の果たす役割の重要性について、保育所保育指針・幼稚園教育要領・小学校学習指導要
領に則り考察を述べたが、その重要な役割を果たし実践する為に保育士と教師に求められる準備
は、多種多様である。歌詞の理解、音程やリズムなど音楽理論の理解、それらを正しく表現し伝
達する方法、更に子どもの心理や発達状況を把握し適した働きかけをする技術など、実に様々な
準備が求められる。そしてその準備はすべて“声”と“うたうこと”によって実践されるのである。
よって、これから声楽の授業に取り組もうとする学生が自分の声についてどのようにとらえてい
るかを検証したが、本稿では、前後期すべての内容を学習した同じ学生らに対し最終授業時に再
び行ったアンケートから得た回答を検証し、一年間履修した事で得た声楽的変化 ( 声の変化・歌
唱表現の成長と変化、及び現場での指導 ) に関する自己評価の結果について考察することとする。
　最終授業 ( 試験 ) 時アンケートの設問は、大きく以下の三つの内容からなる。
［１］現在の“自分の声と話し方”について。
［２］「声楽」受講を振り返り、現在歌う際に心がける様になったこと。
［３］「声楽」受講を通して得た自分の声・歌に関する実際の変化及び、最終の歌唱試験 2 を聴き
　　 感じた自分以外の学生の変化について。
これらの順に、各設問の主旨を明確にしつつ検証と考察を進めることとする。
* 武蔵野大学教育学部
*
*
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［1］現在の “ 自分の声と話し方 ” 
　この設問で得た回答について、前述の論文においては、学生自身の認識と講師の判断との差異
に着眼を置いた考察を述べたが、ここでは学生自身の認識の変化について検証することとする。
　回答結果を表１にまとめた。
　　　　　 表 1
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　それぞれの項目において「良い・ほど良い」との回答が増えていることが望ましいと捉えがち
であるが、ここで明らかにしたいことは、学生たちが、他者とりわけ子ども達に対して話す・読
み聞かせる・歌うという活動をする際に自分の声の状態や使い方について‘客観的に注意を払う
姿勢が身についているかどうか’という点である。そこで、重ねて“以前より意識して心がける
様になった”ことについて項目を選択する方法（複数可）で回答を求めたところ、表２のような
結果であった。
   表 2
　回答数の割合をみると、最も多くの学生が心がける様になった“話す速度”でも、受講した全
学生の半数に達していない。「声楽」の授業を通し、“歌う”事と同じように声を使う行為である“話
す・語る”というような場面では、まだ学んだことを充分に結び付けられずにいる事が窺われる。　　
　しかし、表１の結果と照らし合わせると、話し方の速さ（＝話す速度）：中くらい６６％、滑舌：
どちらともいえない５９％、声の大きさ；ほど良い５８％、表情：普通４５％、姿勢：やや悪い
４２％、と項目の回答率の多い順が、表 2 の結果と一致していることは興味深い。必ずしも改善
された、より良くなったという回答ばかりではないが、留意する必要があるという学生自身の認
識が生じている点は好ましい結果といえる。中で、姿勢と滑舌・発音(聞き取りやすさ)については、
表１ウとオに示したように、開講当初の回答では、自身では「良い」とした回答が多くみられた
が、実際には教師からみた評価はこの通りではなく、学生たちが自己の良し悪しに対して判断基
準がなく、客観的な自己認識が出来ていない、或いは気にしたことがないなどの様子が見て取れ
たが、受講後の回答では、自身がまだまだ不十分であるという認識が多く生まれていることが表
れている。また、その他（選択項目以外）自由記述による回答欄には各項目に該当する具体的な
点として、“話す速度”と“滑舌・発音”に関わる「間の取り方を大切にするようになった」「一
文一文を区切る」「“し”の発音（shi と si の違い）を意識」や、“姿勢”“表情”に関わる「目線」「相
表３
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手、聞き手に伝わりやすいよう相手の表情をよく見る」「‘言う’のではなく‘伝える’という意
識を持ち相手に分かりやすく気持ちを込めて話すようになった」というような記述があった。こ
の結果は、専門的な技術を学んだ事により、より良い状態との隔たりを自覚できるようなったこ
との表れといえる。 現場においては、前述にも増して、構音指導や子供たちの心的表現をより
豊かに引き出すことにも、保育者・教育者が身につけ留意すべきことである。
［2］以前と比べて歌う際に心がける様になったこと
　より良い声の使い方、歌い方の為のキー・ワードを用意し、学生自身が歌う際に心がける様に
なったものを選択し、特に心掛けている内容について具体的な記述をするよう求めた。( 複数回答 ) 
各チェックポイントの割合は以下の通りであった。
   表 3
　この“歌う際に心がける様になったこと”の設問でも、[ １] の話し方についてと同じく、割合
だけを見ると最も多く学生が選択した「口の開け方」でも半数を超えてはいない。しかしながら、
これらのチェック項目はそれぞれ切り離せる事柄ではなく、歌唱においてはすべてが結びつき因
果関係にある項目である。例えば「口の開け方」は「発声の仕方」「発音」「表情」「声の大きさ」
に大いに関わる事である。あえてチェック項目としてキー・ワード的に提示したのは、学生自身
が今後歌う活動をする際に、留意すべき実践方法を喚起することに役立て、自らに向けてのチェッ
ク項目として役立ててくれることを願う為である。学生の具体的な記述を見ると、「発声の仕方」
では　足の裏から全身を通るように／鼻と喉のつながりを意識／顎を上げないで／頭のてっぺん
に響かせる・「姿勢」では　足から頭まで感じ取って真っ直ぐ正しい重心に乗る／骨盤を開く／
顎を上げない・「息の吸い方」では　肩を持ち上げない／腹式呼吸を心掛ける／鼻だけでなく喉
の奥も意識する・「口の開け方」を　縦に目や鼻を開けるようにする／上顎など口の中のすべて
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を意識する／喉の奥まで開く　など関連していることが確認できる。「音程」に関しても　低く
ならないように口角を上げる、の上記の項目と共通する記述があった。「表情」についても　目
と鼻を良く開く／口角を上げる／明るい表情／聞く人の眼を見ることを心がけ、 母音をはっきり
／息の使い方を注意／鼻濁音／はっきりと相手に伝える　など以上を意識した「発音」で、「声
の大きさ」については　相手に届く／大きく口を開ける　を心がけ、「歌詞内容」は　意味を考
える／情景を思い浮かべる／発音をしっかりする。「表現」には　歌詞の意味をよく考える／マ
ルカートとレガート 3 をつける／強弱の差をつける　という全項目に留意することが前提となる
記述もあった。　　
　いずれも一人の学生が網羅していることではないが、全体として、発声法に重きを置いた前期
の授業から歌唱へとつないだ後期の授業内容を通して、声楽に対する手がかりを得られたのでは
ないかと考えられる。きわめて少ない数値回答であった「リズム」や「テンポ」については、他
の項目に回答したような声楽の要素とは結び付けられていないことが窺われるが、身体表現と深
く関わりがあるこれらの要素についても、豊かな感性や表現する力を養い、創造性を育むために、
声楽の授業を通してより工夫が求められであろう。
［3］「声楽」受講を通して得た自分の声・歌に関する実際の変化及び、最終の
歌唱試験を聴き感じた自分以外の学生の変化について。
　アンケートの全１７項目中、特に多くの学生が感じた上位５項目の変化について考察する。
まず、上位の項目として『子供の歌の作品の知識が増えた』『歌唱する際、発声の仕方を注意す
るようになった』『正しい発声法が身についた』『声が出やすくなった』『声の使い方を注意する
ようになった』の５つが挙げられる。( 降順 表記 )
『子供の歌について作品の知識が増えた』と言う感想については、学生らが日々の授業に真摯に
取り組む中で、着実に楽曲のレパートリーを増やしていったため、総合的にみて学生らの指導力
向上へ繋がったと考えられる。今後は、教育実習の際に、学生らが授業では扱わなかったが現場
で使用されている楽曲などについてのアンケートを実施して、授業で得られる指導スキルの更な
る向上と、学生の学習意欲向上に向けた改善を考えている。 
『歌唱する際、発声の仕方を注意するようになった』『正しい発声法が身についた』『声が出やす
くなった』『声の使い方を注意するようになった』の４つに関しては、声楽の授業を通して学生
らがその技を体得し、自身でもその差異を感じることができる様になった、という変化である。
　歌唱時の発声の仕方については、日常で話す時とは声の出し方等が一部異なる。大人数の園児
らの前で範唱する時に、ただ大声を出そうとして喉を壊してしまう現場の職員が数多くいる現状 
4・5 を踏まえ、学生らが今後、保育士或いは幼稚園や小学校教諭として声のトラブルにより保育力・
指導力が低下することなく仕事に従事することができるように、教員らは指導してきた。それを、
学生自らが感じ取るほどの変化としてとらえていることについては、声の出し方次第で学生らの
指導力が向上する現状を鑑みると、声楽の授業を通した教員らの指導が非常に有意性のあるもの
であったと考えられる。
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　『正しい発声法が身についた』と『声が出やすくなった』の２点については、日常会話や商業
音楽と発声方法が異なる、保育時の発声法の理解や、また実践を通して学生ら自身の変化として、
正しい発声法が身についたと感じ、それに付随して今までと比較した際に、そもそも『声を出し
やすくなった』と感じたのだと考えられる。また、一部の学生は日々、声を出しづらいと感じて
いたが、声楽の授業を通して正しい発声法を体得できる様になった為に自身の声の出しづらさか
ら解放された、と考える学生もいた事を考えると、正しい発声方法の指導は、今後も非常に大き
な意義があることを踏まえて学生指導にあたる必要があることが伺えた。 
　最後に、学生自らが感じた変化である上記の４つを通して、学生が個々にその必要性を感じた
結果、自発的に日々の取り組みとして留意していることを表す『声の使い方を日常的に注意する
ようになった』という項目が上位にきたと考えられる。これは、授業を通して学習したことを、
学生自らが日常生活における様々なシーンで声の出し方に注意することで、自らが『声の出しや
すさ』や『声がかれる』といった症状から解放された経験を通じて、声や発声法の重要性を実感
したためと考えられる。そのため、教員が単に日々、これらの事を実践するよう指導しただけで
は成しえなかった結果を示していると思われる。
　以上により、声楽の授業を通した教員らの学生一人一人への細かな対応や、声に関する他に類
を見ない授業内容を通して、それぞれの学生が着実に自身の成長を実感し、また個々に変化を感
じ取ることのできる耳と感覚を育むために、有意義なものであったと窺い知ることができた。 
　加えて、声楽の授業を通して単に声が出る、曲を沢山知るに留まることなく、子供の変化に気
づける能力・分析力・伝達力等の獲得、及びこれらの力を、現場においてどの様に使い生かして
いくかについて、更なる向上を学生らには期待する。
　一方で、この乳幼児期の子どもの潜在能力とその成長過程に関する様々な分野の研究が進むに
連れて、今まで見落とされがちだった幼児教育の重要性を、再認識させられた。
上記により、教師自身の研鑽はもとより、学生にも幼児教育の重要性を認識した上で、卒業後の
職務に従事できるような授業の展開に努めたいと考える。
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